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アクティブラーニングとは
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旧定義：
・一方向的な知識伝達型授業における学習者の受動的学習に対する能
動的学習の総称。

・知識習得を目指す伝統的な教授学習観の転換を目指す文脈で用いら
れ、その授業においては「アクティブラーニング型授業」等として使用され
るべきである。

最近の定義：
・一方向的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越える意
味での、あらゆる能動的な学習のこと。能動的な学習には、書く・話す・
発表する等の活動への関与と、そこで生じる認知プロセスの外化を伴う。

・知識習得を目指す伝統的な教授学習観の転換を目指す文脈で用いら
れ、その授業においては「アクティブラーニング型授業」等として使用され
るべきである。



2 受動的

教員から学生への一方向的
な知識伝達型講義

能動的

・コメントシート
・ミニッツペーパー
・小テスト
・授業評価アンケート

双方向型講義

ポジショニング

(A)
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アクティブラーニングの二つの構図と移行

1980年代の米国
1990年代の日本
・高等教育の大衆化
・学生の多様化



アクティブラーニング（型授業）
・ディスカッション / プレゼンテーション
・調べ学習 / 体験学習
・フィールドワーク
・協同学習
・協調学習
・ LTD（Learning Through Discussion）
・PBL（Problem-Based Learning）
・PBL（Project-Based Learning）
・TBL（チーム基盤型学習）
・ピアインストラクション

2 受動的

教員から学生への一方向的
な知識伝達型講義

能動的

・コメントシート
・ミニッツペーパー
・小テスト
・授業評価アンケート

双方向型講義

ポジショニング

(B)
1990年代の米国
2000年代後半の日本
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学生の学びと成長
Student Learning and Development



・Bonwell & Eison（1991）の定義：
…活動およびその活動についての思考に学生を巻き込むこと

・学生は聴く以上のことをおこなう
・情報の伝達よりも学生の技能の発展のほうに力点が置かれる
・学生は高次の思考（分析や統合・評価等）を働かせる
・学生は活動（読む・議論する・書く等）に従事する
・学生自身の態度や価値の探求がより強調される

☞思考とは・・・論理的 / 批判的 / 創造的思考、推論、判断、意
思決定、問題解決等と考えられるもの（楠見編, 2010）
☞認知とは・・・知覚・言語・記憶・思考

（定義）一方向的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り
越える意味での、あらゆる能動的な学習のこと。能動的な学習には、
書く・話す・発表する等の活動への関与と、そこで生じる認知プロセス
の外化を伴う。
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・Fink（2003, 2010）の定義：

意義ある学習経験の要素：
・基礎的知識（鍵となる概念、用語、関係などについての理解と記憶）
・応用（学習内容を利用・適用する方法について知る）
・統合（主題を他の主題と関連づけることができる）
・人間の次元（主題を学習することで、個人的・社会的示唆を得る）
・関心を向ける（主題に関して関心を持つ。そして、さらに学ぼうとする）
・学び方を学ぶ（授業が終わった後も、主題について学び続ける方法を知る）

経験
・行動する・観察する
・実習・模擬
・「豊かな学習経験」

省察

・何を学習しているか、ど
のように学習しているか

・一人でおこなうのか、他
者とおこなうのか

情報と考え
・一次・二次
・授業内・授業外・オンラ
インでアクセス

アクティブラーニング

アクティブラーニング受動的学習

アクティブラーニング型授業

「意義ある学習経験」
Significant Learning Experience
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1970年代以降
・新しい技術の導入
・単純労働の減少
・女性労働者の増加
・契約やパートタイムをはじめとする不安定な、あるいは一時的な雇用を
含む雇用形態の多様化

・社会の情報化・グローバル化の進展に伴う経済的な変動
・労働市場の規制緩和
などがあり、若者の労働市場への参入をより厳しいものとしている。

（Ｂ）の構図を後押しする社会の力

アクティブラーニング（型授業）
・ディスカッション / プレゼンテーション
・調べ学習 / 体験学習
・フィールドワーク
・協同学習
・協調学習
・ LTD（Learning Through Discussion）
・PBL（Problem-Based Learning）
・PBL（Project-Based Learning）
・TBL（チーム基盤型学習）
・ピアインストラクション

2 受動的

教員から学生への一方向的
な知識伝達型講義

能動的

・コメントシート
・ミニッツペーパー
・小テスト
・授業評価アンケート

双方向型講義

ポジショニング

(B)

社会から学校教育に突きつけられる技能・
態度（能力）の育成課題
＞学校から仕事へのトランジション

School-to-work Transition

☞溝上（2014a）
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トランジションの近年の発展

Slide11

①大学（高等教育）修了者・年齢まで対象を拡張
②キャリア教育としての展開
③技能・態度（能力）の観点から学校教育のリデザイン
④初職から初期キャリアへの拡張
⑤後期近代の視点からトランジション構造を明らかにする
⑥障害者への拡張

2

文部科学省 学士力（汎用的技能） (2008)

・知識・理解
・汎用的技能
・態度・志向性
・統合的な学習経験と創造的思考力

OECD-DeSeCo（2003）
「コンピテンス」

経済産業省（2006）
「社会人基礎力」

OECD-PISA（2001）
「リテラシー」



検索型の知識基盤社会（吉見, 2011）

・ICT（情報コミュニケーション技術）の発展
・ Google、Yahooをはじめとする検索機能の充実
・情報化が進み、知識の社会的機能が完全に変貌した

大学や大学教育に影響はあるか？

吉見に言わせれば：
影響があるかないかといった生ぬるい状況ではない。

大学それ自体の存続や、研究・教育の機能・社会的役割
を深刻に問い直すものである。
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問題点

・「技能・態度（能力）の育成」では、アクティブラーニングに
よって育てる能力を適切に表現していないという問題点があ
る。

1. 知識・理解

専攻する特定の学問分野における基本的な知識を体系的に理解するとと
もに、その知識体系の意味と自己の存在を歴史・社会・自然と関連付けて
理解する。
(1)多文化・異文化に関する知識の理解
(2)人類の文化、社会と自然に関する知識の理解

2. 汎用的技能

知的活動でも職業生活や社会生活でも必要な技能
(1)コミュニケーション・スキル（日本語と特定の外国語を用いて、
読み、書き、聞き、話すことができる）
(2)数量的スキル（自然や社会的事象について、シンボルを活用して
分析し、理解し、表現することができる）
(3)情報リテラシー（情報通信技術（ＩＣＴ）を用いて、多様な情報
を収集・分析して適正に判断し、モラルに則って効果的に活用する
ことができる）
(4)論理的思考力（情報や知識を複眼的、論理的に分析し、表現でき
る）
(5)問題解決力（問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整
理し、その問題を確実に解決できる）

3. 態度・志向性

(1)自己管理力（自らを律して行動できる）
(2)チームワーク、リーダーシップ（他者と協調・協働して行動でき
る。また、他者に方向性を示し、目標の実現のために動員できる）
(3)倫理観（自己の良心と社会の規範やルールに従って行動できる）

(4)市民としての社会的責任（社会の一員としての意識を持ち、義務
と権利を適正に行使しつつ、社会の発展のために積極的に関与でき
る）
(5)生涯学習力（卒業後も自律・自立して学習できる）

4. 統合的な学習経験と
創造的思考力

これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自ら
が立てた新たな課題にそれらを適用し、その課題を解決する能
力

中央教育審議会答申『学士課程教育の構築に向けて』（2008年12月24日）
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社会から求められれているのは、

・課題（知識）を共有してはじめて関係性が成り立つ公共圏に
おいてのコミュニケーション

・とくにアクティブラーニングでは、知識操作に関わる対人関
係・コミュニケーション

親密圏

公共圏

共通する問題への関心によって
成り立つ関係領域
Ex. クラスメート、ゼミ・研究室仲
間、教員－学生、職場の同僚、
ビジネスのネットワークなど

具体的な他者への生・生命への配
慮・関心によって成り立つ人格的な
関係領域
Ex. 家族、友人、恋人など

＝情報・知識リテラシー
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情報・知識リテラシー

データ

知恵

情報

知識

分析

体系化

実行

ナレッジ・マネジメントにおける知識
の関連概念 *梅本（2006）、p.54

1．情報の知識化
情報を受け手の知識世界に位置づけ、行動
に影響を及ぼす、意味ある知識とする

2. 知識の活用
知識を身のまわりで起こっている社会や自然
を理解するために、あるいは問題解決場面で
活用する

3. 知識の共有化・社会化
他者に知識を伝えたり、他者の持つ知識とす
り合わせて統合したりすること

4. 知識の組織化・マネジメント
知識世界を整理・関連づけ・グルーピングする
こと

ディープラーニング / コンセプトマップ
*エントウィッスル（2010）
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授業学習（主）のための授業外学習（副）

授業外学習（主）＋授業学習（主）
・反転授業

MORE ACTIVE

反転授業（Flipped Classroom）の位置づけ

受動的

教師から学生への一方向的
な知識伝達型講義

能動的

アクティブラーニング（型授業）
・ディスカッション / プレゼンテーション
・調べ学習 / 体験学習
・フィールドワーク
・協同学習
・協調学習
・ LTD（Learning Through Discussion）
・PBL（Problem-Based Learning）
・PBL（Project-Based Learning）
・TBL（チーム基盤型学習）
・ピアインストラクション

ポジショニング



島根大学の反転授業
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http://flit.iii.u-tokyo.ac.jp/

東京大学大学院情報学環 反転学習社会連携講座
FLITプロジェクト「大学の授業における反転学習の効果検証」

実施科目
・生物統計学（専門・選択必修科目/2・3・4年対象）
・ヒューマン・コンピュータ・インタラクション（専門・選択必修科目/2・3・4年対象）
・基礎化学IIA （専門・選択必修科目/2・3・4年対象）
・基礎水理学（専門・選択必修科目/2・3・4年対象）
・大学で学ぶ世界史B （教養科目/1・2年対象）
・大学で学ぶ教養古典（教養科目/1・2年対象）

「基礎水理学」の授業風景

森朋子氏・本田周二氏（島
根大学）との共同研究
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授業からわかったこと
1. 専門の選択必修であっても
学生が逃げている。

2. 対面で教員が個別にノート
チェックを行う，その行為がオ
フィスアワー化していて効果が
高いと思われる。
3. 学習時間が増加している

「基礎水理学」の授業風景
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50 

10月15日 10月21日 10月28日 11月6日 11月11日 11月18日 11月25日 12月2日 12月9日 12月16日

基礎化学ⅡA参加者数



反転授業の特徴・難しさ
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特徴

・徹底的なアクティブラーニング（型授業）

・短い授業時間のなかで、知識習得以上の学習を有効におこなうことができる

・授業外学習の充実

難しさ
・適したオンライン教材（MOOCなど）を見つける、作成するのが容易ではない

・モチベーション・ディバイド：予習の質が授業をかなり左右する
（Berrett, 2012; Herreid & Schiller, 2013）

・教員は授業者の予習状況を毎回かなりアセスメントしておかないと、授業内
での学習が有効なものとならない（Talbert, 2012）

・多くの学生はオンライン教材を長時間見ることが面倒だと感じる（Amresh, 
Carberry & Femiiani, 2013）



情報・知識リテラシーの観点から見て

反転授業がどこまで徹底的なアクティブラーニングを実現し
ているかが、授業の善し悪しを見る一つのポイントになる

1．情報の知識化
情報を受け手の知識世界に位置づけ、行動
に影響を及ぼす、意味ある知識とする

2. 知識の活用
知識を身のまわりで起こっている社会や自然
を理解するために、あるいは問題解決場面で
活用する

3. 知識の共有化・社会化
他者に知識を伝えたり、他者の持つ知識とす
り合わせて統合したりすること

4. 知識の組織化・マネジメント
知識世界を整理・関連づけ・グルーピングする
こと
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ご清聴有り難うございました
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【関連】学習やキャリア意識をいかに日常課題とさせるかを
論じた本。初年次教育テキスト。

興味があればお読みください

【関連】青年期の現代への変貌を歴史的・社会的に概説しつ
つ、学習やキャリア意識（2つのライフ）が、大学生にとってい
かに現代的な青年期課題になっているかを説明したもの。

溝上慎一 (2006). 大学生の学び・入門－大学で
の勉強は役に立つ！－ 有斐閣アルマ

溝上慎一 (2010). 現代青年期の心理学－適
応から自己形成の時代へ－ 有斐閣選書
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『青年心理学研究』編集委員、『大学教育学会誌』編集委員、“Journal of 

Adolescence”Editorial Board委員、“International Conference on the Dialogical 

Self”Scientific Committee委員。公益財団法人電通育英会大学生調査アドバイザー、
大阪府立大学高等教育開発センターIR顧問ほか、高校のSSH運営指導委員など。
日本青年心理学会学会賞受賞。


